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２３年 1２月１０日池田自然観察会の記録 

 つる植物や木の実の観察〈リース作り〉 

 12月とは思えないくらいの暖かなこの日、参加者

22名〈大人 14名と子ども 8名〉とスタッフ 7名で、

みどりのセンターを出発しました。 

 初めにセンタ

ーの芝生広場に

降りて、エノキの

木を観察し実の

ついたエノキの

枝と、タンキリマ

メの実を 2 組に

分かれて採集。 

 タンキリマメはつる植物で、秋になると赤いさや

のかわいい実をつけます。それが割れて丸い黒い種

が顔を出すと何ともかわいい。又色もけっこう長持

ちします。  

 次にツバキの実を観察してから杉ヶ谷コースへ向

かう道へ。 

 この道はアベマキ・クヌギの葉がたくさん落ちて

いて、カサコソと

落ち葉を踏みし

めながら歩いて

行きました。 

 途中エノキの

葉の裏にゴマダ

ラチョウの幼虫

が、くっついているのをスタッフが発見。これは初

めて見た人がほとんどのようでした。 

 チャの木の白い花を見たり、ヤブニッケイの葉の

香りをかいだりしながら、リースの材料を探して歩

いて行きました。 

 堰堤の階段を昇った広場でツルの採集をし、輪っ

かに丸めてリースの土台作りについて説明を聞いた

後、来た道を戻ってセンターへ。 

 

 

  

 

 

 

 

2 階の部屋に上がって、マツボックリの留め方など

の説明を受け、各々

集めた材料やスタ

ッフが事前に集め

ておいた木の実や

枝、マツボックリ等

を使ってリース作

り開始！ 

 子どもたちも小さなリースの輪を使って、かわい

いリースを仕上げていました。 

 最後に全員の

作ったリースを

つるして飾り、記

念撮影！世界で

オンリーワンの

素敵なリースが

出来上りました。                          

〈H・M〉  

添付写真：芝生広場でエノキ（左上）。アベマキ・クヌギの

葉や落ち葉道（左下）。リース作り作業中（右上）。完成リ

ース（右下）の 4枚です。〈Y・O〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.３７８（２０２４年１月２１日） 

五月山自然観察インストラクター連絡会 

五 月 山 都 市 緑 化 植 物 園 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

 

 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

＝池田自然観察会のお知らせ＝ 

＊2月のテーマ 五月山の生き物たちとその痕跡 

＊と    き  ２4年 2月１8日（日） 

１０時００分～１２時 0０分 

＊集合・解散 緑のセンター 

＊持 ち 物  防寒具・山登りの靴 

＊参 加 費 300円  

＊指   導 五月山自然観察ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ連絡会 

＊問い合わせ 池田市緑のｾﾝﾀｰ ℡ 072-752-７０82 

火曜日休館（祝日の場合は翌平日） 

 

 

 

 

 

 

 



★池田の自然 街角の話題をお寄せください

★あて先 池田市緑のセンター 

FAX０７２－７５２－７４０１ 

E-Mail：midoricenter@imsf.or.jp 

（E-Mailがお勧めです） 

 

 

 

 

 

 

千里中央公園の池に、今

年もオシドリがやってき

ました。12 月 3 日見に行

きましたが何とか雄雌の

姿を見ることができまし

た。          （豊中市・土田） 

 

12 月 2 日 五月山の杉ケ谷で、エナガとメジロが

水浴びしているところを見ました。 

堰の上から見えたのですが、周りからはササなど

が生い茂って見え

なくなっていると

ころで、水浴び場っ

てこうして外から

見えないようにな

っているところが

多いなとつくづく感じました。やっぱり安全が大

切なんですね！      （豊中市・土田） 

 

 

五月山杉ヶ谷コースはアベマキやクヌギなどの落

ち葉が沢山積もっています。 

素敵な冬景色の中、落ち葉道の上をカサカサと音

を楽しみながら歩けます。 

落ち葉の上はよ

く滑るので注意

を払いながら試

してみて下さい。。                                 

（神田・大竹） 

 

 

 

１２月１３日 お天気に誘われて猪名川に行きま

した。見終わって帰ろうと思った時に、ミコアイ

サの  がいました。 

昔には見ていましたが、ホント久しぶりでびっく

りです。 阪急鉄橋のすぐ下流です。 

             （室町・坂井） 

 

 

 

 

 

2023年 12月 18日（月） 

今朝はこの冬一番の冷え込みで耳が痛い程でした

が、最近カワアイサとミコアイサが出現していると

の情報に引き寄せられたか、定刻の 10時に 6人が集

まり観察会をスタート。 

先週まで池田井堰周辺で白いサギ（コサギ、ダイサ

ギ）とカワウが群れていたのに今日は一切姿なく、

代わりにカモ達が阪急の鉄橋下流に 200 羽以上の集

団を作っていました。ア

メリカヒドリは今年の 2

月以来 2シーズン続けて

みることが出来ました

が、今日の注目のカワア

イサとミコアイサは残念ながら出現しませんでした。 

本日の観察範囲はビッグハープの橋脚付近から猪

名川大橋下流の高木井

堰迄。観察できた鳥は２

３種類でした。本日観察

できた鳥；（カルガモ、

コガモ、ヒドリガモ、オ

カヨシガモ、マガモ、ア

メリカヒドリ、オオバ

ン、アオサギ、ダイサ

ギ、カワウ、カイツブ

リ、イカルチドリ（写真

上）、イソシギ、セグロ

セキレイ、ハクセキレ

イ、キセキレイ、カワセ

ミ、ハシボソガラス、ハ

シブトガラス、スズメ、

チョウゲンボウ（写真

中）、トビ、ユリカモメ（写真下）。（小花・渡邉） 
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